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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
の
、75
歳
以
上（
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
人

が
被
保
険
者
と
な
っ
て
加
入
す
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
の
保
険
料
率
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

保
険
料
率
は
、
保
険
料
の
算
定
に
用
い

る
被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割
率
を
い

い
、
県
内
に
住
む
被
保
険
者
の
医
療
費
の

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

保
険
料
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
？

・
保
険
料
は
、
医
療
給
付
費
（
総
医
療
費

か
ら
自
己
負
担
分
を
除
い
た
費
用
）
の
約

１
割
を
被
保
険
者
全
員
で
負
担
し
ま
す
。

・
被
保
険
者
、
一
人
ひ
と
り
が
納
付
し
ま
す
。

・
保
険
料
の
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等

し
く
負
担
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額
と
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
被
保
険
者
が
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
、
所
得
割
額
の
合

計
額
に
な
り
ま
す
。

保険料　＝　被保険者均等割額　＋　所得割額
　　　　＝　50,935 円　＋（総所得金額などー基礎控除 33万円）×　所得割率 9.24％

※保険料の最高限度額は 50 万円 ( 年額 ) です。

※総所得金額などとは、前年中の「公的年金収入－公的年金等控除」、「給与収入－給与所得控除」、

「事業収入－必要経費」などで、各種所得控除前の金額です。

※公的年金収入のみの人は、年金額が 153 万円以下の場合、所得割額はかかりません。

個
人
の
保
険
料
は
い
つ
決
定
？

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、

制
度
開
始
後
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
保
険

料
に
関
す
る
通
知
は
、
平
成
20
年
４
月
以

降
に
発
送
し
ま
す
。

[ 問合先　県後期高齢者医療広域連合　☎０９２ ‐ ６５１ ‐ ３１１１ ・ 健康推進課国保医療係☎ 42-6607]

軽減措置があります

保険料の計算例　　※保険料は 10 円未満切り捨て

●単身世帯例①：基礎年金受給者（年金収入 79万円）の場合
　均等割額（７割軽減）15,280 円＋所得割額 0 円＝保険料 15,280 円／年

●単身世帯例②：平均的な厚生年金受給者（年金収入 201 万円）の場合
　均等割額（２割軽減） 40,748 円＋所得割 44,352 円＝保険料 85,100 円／年

●夫婦世帯例：夫の年金収入 201 万円、妻の年金収入 79万円の場合
　夫：均等割額（２割軽減）40,748 円＋所得割額 44,352 円＝保険料 85,100 円／年

　妻：均等割額（２割軽減）40,748 円＋所得割額 0 円＝保険料 40,740 円／年

軽減割合
住民票上の同一世帯内の被保険者および世帯主の
総所得金額などの合算額

７割軽減 33 万円（基礎控除額）以下の世帯

５割軽減
33 万円（基礎控除額）＋ 24.5 万円×被保険者数（被保険者
である世帯主を除く）　以下の世帯

２割軽減 33 万円（基礎控除額）＋ 35 万円×被保険者数　以下の世帯

平成 20 年４月～９月 保険料負担なし

平成 20 年 10 月～ 21 年３月
均等割額：９割軽減
所得割額：なし

平成 21 年４月～ 22 年３月
均等割額：５割軽減
所得割額：なし

世帯の総所得金額などに応じて、

均等割額が軽減されます。

※軽減の判定にかかる総所得金額などは、

「公的年金収入ー公的年金等控除ー 15 万

円」となるなど、保険料計算の総所得金

額などとは異なる場合があります。

被用者保険の被扶養者であった人は、新たに保険料負担

が生じるための緩和措置として、左表の軽減がされます。

※被用者保険とは、政府管掌保険および健康保険組合、船

員保険、共済組合など。国民健康保険はあてはまりません。

軽減措置①　所得の少ない世帯に属する人

軽減措置②　後期高齢者医療制度に加入する前日に、被用者保険（※）の被扶養者であった人
平成 20年４月に被保険者となる場合

Information

　

平
成
19
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人
に
は
、
控
除
証
明
書
が
次
の
と

お
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま

で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
→
11
月
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す

●
平
成
19
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
→
平
成
20
年
２
月
に
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す

▼
控
除
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
３
月
14
日
ま
で
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
９
９
１
１

▼
南
福
岡
社
会
保
険
事
務
所
（
証
明
書
再

交
付
な
ど
）

☎
０
９
２
‐
５
５
２
‐
６
１
２
８

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
の
送
付

[ 問合先　住民課年金係　☎ 42-6606]

筑
前
町
水
道
情
報

昼
も
夜
も
は
た
ら
く
水
道
の
水

　

日
本
に
は
約
１
億
２
千
万
も
の
人
た
ち

が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
人
が
社
会
活
動
を

す
る
に
は
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
水
が
必

要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
水
が
な
く
て
は
わ

た
し
た
ち
は
生
き
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、

社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
な
ど
を
動
か

す
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

日
本
全
国
の
平
均
で
、
一
人
１
日
約

３
６
４
ℓ
も
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
に
は
、
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
水
が
必
要
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
水
道

の
水
は
昼
も
夜
も
少
し
も
休
ま
ず
に
、
家

庭
や
会
社
や
商
店
、
あ
る
い
は
学
校
や
病

院
、
火
事
の
消
火
、
そ
し
て
工
場
や
交
通

機
関
な
ど
に
送
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で
お
い
し
い

水
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
施
設

で
常
に
水
道
の
水
を
検
査
し
な
が
ら
、
水

源
か
ら
蛇
口
ま
で
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
水
道
は
、
蛇
口
か
ら
直
接
飲
め

る
、
世
界
に
誇
れ
る
水
道
で
す
。

筑前町水道指定給水装置工事事業者
（平成 19 年 12 月３日交付分）

指定店番号 指定業者名 指定業者住所 電話番号

49 中央設備㈱ 筑紫野市杉塚６丁目 10 番７号 092-923-1144

指定工事店の紹介
筑前町水道指定給水装置工事事業者の紹介をします。町
の指定を受けた事業者（平成 19年 12月３日交付分）は
下表のとおりです。随時受付・登録を行っていきますので、
新たな指定工事店は毎月広報に掲載し紹介します。

　

町
で
は
、
水
道
に
加
入
さ
れ
る
人
の

費
用
の
負
担
軽
減
と
水
道
加
入
促
進
を

目
的
と
し
て
「
事
前
加
入
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[ 問合先　水道課　☎ 22-3361]

納
付
方
法
は
？

●
年
金
額
が
18
万
円
以
上
で
、
か
つ
介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
以
下
の
場
合

↓
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

●
右
記
以
外
の
場
合

↓
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付（
普
通
徴
収
）

※
現
在
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
保
険
料
軽
減
に
か
か
る
特
例
措
置
の

関
係
で
、
普
通
徴
収
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

70
～
74
歳
の
人
の
医
療
費
窓
口
負
担
割

合
は
、
昨
年
の
制
度
改
正
時
に
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
、
１
割
負
担
か
ら
２
割
負

担
へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
に
と
も
な
い
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
１

年
間
は
、
窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

　

す
で
に
３
割
負
担
の
人
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
除
き
ま
す
。

　

正
式
に
決
定
す
れ
ば
、
３
月
に
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
発
行
し
、郵
送
し
ま
す
。

70
～
74
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担

１
年
間
は
１
割
の
ま
ま
に

[ 問合先　健康推進課国保医療係　☎ 42-6607]


